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令和 2 年 10 月 9 日 

公益社団法人 SL 災害ボランティアネットワーク 

運営委員会議事録(10 月期)～Zoom 会議～ 

 

【出席者】(敬称略) 

濱田、石丸、一政、岡部、片桐、木村、佐藤、高木、畑、三澤 

オブザーバー：山本（横浜） 

事務局：天寺、濱口  

澤野推進委員会委員長 

 

1. 濱田代表 挨拶 

「感染症予防ガウン」の寄附金は当初予定を超える支援をいただき、感謝を申し上げる。 

先日、一般から募った「感染症予防ガウン」の寄附金を届けるため、久々に本部を訪れた。 

座間市は９月に市長選が行われ、新しい市長が誕生した。 

ざまネットとしては 10 月 17 日に日本放送のラジオに出演し、リンクス（防災カフェ）につ

いて 6 分程出演した。 

コロナ禍で止まっていた市の事業は少しずつ増えてきている。 

 

2.  澤野推進委員会委員長 委員会報告 

  巻末添付_「事業報告と今後の予定」のとおり。 

 

3.  公益社団 SL 災害ボランティアネットワーク報告・議案 

巻末添付_「運営委員会議事」を参照 

  ① 「感染症予防ガウン製作のための寄付金活動」について 

   寄付金額 1,139,328 円 170 件（10/8 振込記録まで） 

   一般：66 件・504,828 円  SL：104 件・634,500 円 

   当初予定額を大幅に超えたことで感染症積み立て金として取扱う方向（寄附者の了解） 

   今後の更なる SL 活動への糸口となる活動であった。 

   報告はホームページ、ニュースレターで随時行う。 

   作成拠点の経過報告 

   1）座間製作所（濱田代表） 

    製作数 1,803 着、作業日数 53 日（7/29～9/29：閉鎖日除く）座間ネット、SL19 名 

        製作は座間ネット中心だったが富士市（静岡ネット）からもご協力をいただいた。 

     稼働中は密にならないように工夫しながら製作。日に日に作業効率が良くなった。 

    完成品は市や避難所、施設へ送った。送付費用は座間ネットから支出。 

    座間市では 10 月 27 日に贈呈式を行う。 

   2）柏製作所（古池理事欠席のため天寺常務理事が代理報告）市団体、西山町会など 33 名 

      製作数 474 着、作業日数 15 日（8 月 11 日～9 月 9 日：閉鎖日除く） 

   3）フェイスシールド担当（若笠 SL） 

      埼玉県ネット 600 個は完成し、柏ネットへ納品済。 
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  ② 一般寄付金報告 

       2020 年＝金額  169,800 円 件数 25 件（9/10 振込記録まで） 

    災害対応積立金と SL 活動金として使用。 

 

  ③ 住環境・生活環境 EXPO 開催について 

    10/13（火）にオンライン EXPO を開催 

       Zoom をつかって、非常用炊出し袋をつかったオンライン調理体験を実施。 

    平田、三澤、天寺を中心に当日 Zoom 出演で実施。 

 

  ④ かながわ・よこはま防災ギャザリング（一政 SL） 

    1 月にオンラインで実施予定。 

    コンテンツとしてシェイクアウトを PPT の共有で説明や災害食体験の動画を 

    撮影し放映するなどの意見がでた。 

    動画はある程度の質が求められるため今回は行わず、SL ネットとして製作をする 

    意見がでた為、山本 SL を中心として別途動画撮影プロジェクトが発足した。 

    ギャザリング内容は継続検討。 

     

  ⑤ 防災談話室＠mansion 

       2020 年 9 月 9 日（水）18 時～20 時 会場（本部）と Zoom の併用開催。 

    「アスベスト問題」について我孫子ネット北見 SL が講演。 

        巻末添付_「防災談話室@mansion」を参照 

    次回 11 月 11 日(水)も会場（本部）、Zoom の併用開催を予定。 

    講師は船橋ネット平田 SL から「防災訓練の工夫」について講義 

 

   ⑤ 地域ネットから報告 

   埼玉県ネット（髙木） 

   県ネットとしての活動は今月実施なし。定例会もなかなか会場で集まれない。 

   →定例会については Zoom 使用を推奨。 

   9/27 髙木 SL 所属の自治会にて関係者への講座を実施。一部を在宅避難のすすめ、 

      二部を自主防災会についてグループトークを行い、各人の役割の確認を行った。 

 

   千葉県ネット（岡部） 

   10/19 千葉県ネット秋季研修 会場 23 名、Zoom5 名を予定。 

 

   横浜ネット（一政） 

   ギャザリングについては上記報告④に記載 

   9/30  11/18 実施予定の横浜清陵高校 DIG についての打合せ（一政、松川） 
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   西湘ネット（石丸） 

   9/12 ビニール袋炊飯研修会 

   9/25 秦野防災ボランティア 市との打ち合わせ 

   10/24 秦野市の断層から学ぶ（参加） 

 

   座間ネット（濱田） 

   10/29      キックオフシェイクアウト講演会 

   11/16or17  相模原中央幼稚園 役員研修（炊飯実習） 

   来年、座間災害ボランティアネットワークは NPO になる。 

 

【次回の開催日】  
  2020 年 11 月 6 日(金)10 時 00 分～理事会 

2020 年 11 月 6 日(金) 13 時 30 分～運営委員会 
開催方法：Zoom 会議 

 12 月は運営委員会を下記の日程で開催する。 
 2020 年 12 月 10 日(木)13:30～16:00 
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2020 年 10 月の事業報告と今後の予定（9.4→10.8） 

（10 月 9 日/災害救援ボランティア推進委員会委員長 澤野次郎） 

                                         

はじめに この間の主な出来事と成果(私的解説) 

１、新型コロナウィルス感染症の状況 第二波への備えを 

  世界的視野での感染状況、全世界で死者が 100 万人に 9/29。 

  トランプ大統領 新型コロナウィルス陽性発表 10/2 

  SL ネットの感染症予防ガウン作成活動の重要な成果と今後 

２、政治 

  菅政権誕生、神奈川県選挙区の閣僚が多数 9/16 

  座間市長選挙で佐藤弥斗氏（前市議）が当選、遠藤市長４選ならず。9/20 

３、災害関連 

（再）大型台風が想定されるが風か、雨か、どこに来るかで正しく恐れる必要がある。 

（再）自粛を乗り越える災害ボランティア活動の新たな理論展開の必要性 

  防災教育チャレンジプランで私が感じた傾向 

 

１、防災とボランティアをめぐる状況 

  1-1 社会全体(危機管理または重要ニュース、上記掲載を除く) 

      ・09/27 竹内結子 自殺        

 1-2  災害,大事故分野 

  国内 ア 地震（気象庁発表で震度 5 強以上，９都県市は震度 4 以上）なし 

イ 火山等 （気象庁発表での噴火速報等）       

ウ 気象災害（土砂含）（内閣府掲載を主に対象） 

  ・台風 10 号 9 月 5 日～7 日 死者 1 名 ※ 

エ 猛暑（熱波）災害 

  ・熱波災害対策でなく熱中症対策になっている。 

   さらに縦割りで環境省の環境保健部環境安全課が担当している。 公害部署 

海外 ア 地震(USGC 発表、日付 UTC、原則 Mw7 以上か犠牲者多数) 

 日 時         発生地              Ｍ   深 さ     死者 

 イ 火山等   

ウ 気象災害   

エ その他   

  ・山火事で過去最大の焼失面積記録 米国カリフォルニア州 9/8 AFP    

1-3  防災行政等の動き 

       ア  政府 （防災担当） 

         イ 自治体 

ウ 東日本大震災  

     ・8/28 [復興庁]避難・転居者数 4 万 2842 前月比－180 人 9/9 現在  

   エ  防災訓練等   集合訓練の多くが中止に   

1-4  災害ボランティア等の動き (全社協 被災地支援・災害ボランティア情報) 
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1-5  注目すべきメディアと書籍等 

    ア TV  [NHK スペシャル等]  

    ・“激甚水害”多発時代 どう生き抜くか 9/6  

    イ  新聞他      

2-1  社会貢献活動：災害ボランティア 

   ※9 月までの行事がほぼ中止に     

     A、災害ボランティアリーダー養成事業 

  ア ＳＬ 講座 10,970 人  公認講座 2,774 人 5/25  

イ 本部主催のＳＬ養成事業 

 ・船橋市講座 10/24-25  

ウ 大学等受託のＳＬ養成事業  

・[講座]中止または延期 

エ 団体の研修等への協力(主なもの)   ・ 

B、防災／減災啓発推進事業（主に首都圏開催） 

C、ＳＬネットワーク／災害ボランティア活動報告  

 ア 感染症予防ガウン制作と募金活動     

   募金目標（第一次）は超過達成 

           ガウン作成の進行状況と今後       

    2-2  総合防災事業 

   A、シェイクアウト事業 （防災訓練事業） 

     ・11/5 緊急地震速報シェイクアウト    

集合型訓練ではないので中止になっていない自治体が多い。 

   ☆ネット環境で対応できる事業として再注目     

  B、防災教育推進事業(普及協会等) 

  ア チャレンジプラン・内閣府共催事業 

   新型コロナ禍の防災教育、新たなまなび、続けるまなびのチャレンジ 

   私が感じたある傾向 

   ・ぼうさい国体 10/3 オンライン開催 

   ・中間報告会  10/4  オンライン開催 

イ 防災教育事業 

ウ 学校・団体等防災教育推進事業 

C、防災調査研究事業    

３、総務広報等  

   通常号 10 月発行 

                                       以上 
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・・第 1７回 SL 防災談話室＠mansion・・ 

  
 参加者：木村・濱口・工藤（本部事務室） （ZOOM）北見（発表者）・事務室・橋本 

 日 時：2020．9. 9．18:00~           片岡・藤岡・山本・・鈴木・一政・小田部 

                      伊藤・岡部・ 

 

1. テーマ：アスベストの全て “正しく判ろう！！！” 

  発表者：北見（我孫子 SL ネット）  

２．説明概要 

 ・石綿とは：工業的利用価値のある繊維状の「ケイ酸塩鉱物」を言う 

       具体的には、鉄・シリコン・マグネシューム・カルシューム・ナトリューム・ 

       水酸基・・が主流、個々の鉱物によって異なるが安定温度は 450 度～1040 度 

・地球規模で見たときに内核（5100ｋｍ地下）、外核、マントルで 5,000~6,000 度で比重の重い

金属類が精製されている。こうした物資が特殊な性質を持って発掘される。 

・特性：紡績性・抗張力・耐摩擦性・耐熱性・断熱/防音性・耐薬品性・絶縁性・耐腐食性・ 

 親和性・経済性・・こうした便利な性質をもった鉱物が多くの用途に使われている。 

・用途：石綿布・パッキング・防火カーテン・ドア・蓋の高熱部分のパッキング・薬品層の

蓋・防熱壁・自動車のブレーキ・電気分解の隔壁・電線絶縁紙・電解隔壁等々 

・規制：S 50 (吹付アスベスト、吹付鉄骨の耐火被覆・内壁・天井吸音・断熱等の禁止) 

    S 55（石綿含有保温材・配管等製造中止）、S 62(鉄骨等の耐火被覆製造中止),  

    S 62 (石綿含有吸音天井材の製造中止)、  H 3（石綿含有断熱材製造中止）、 

     H16(石綿含有内壁・天井・屋根・スレート・耐火間仕切り等々製造・使用禁止), 

・解体工事の流れ：計画的に撤去工事をしないと、全身に暴露の可能性あり。 

・健康被害：アスベストを原因としている病気（中脾腫/悪性の腫瘍、 肺がん（15-40 年の潜伏

期間、 石綿肺/肺繊維症・10 年未満で発症、 良性石綿胸水/40 年内に発症、びまん性胸

膜膜肥厚、 

・ボランテイア活動：既に「25 年経った阪神淡路大地震関与者からも被害者が出ている」 

 地震により、倒壊した建物でのボランテイア活動に法の保護はないのが現実であり、   

“自分の体は自分で守るしかない“ 

 ・所定の防塵マスクの使用が必至。症状は数年後～数十年後に体に異変が来る 

 ⇒まだまだアスベストが通常の建物に多く建設材料として存在していることを認識する 

こと。                       （世話人：木村孝） 
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公益社団法⼈ SL 災害ボランティアネットワーク 

１０⽉９⽇運営委員会(Zoom 会議) 議事次第 
2020 年 10 ⽉ 9 ⽇（⾦）Zoom ⼊室 13:15 開始 13:30〜16:00 

（運営委員メンバー︓濱⽥・⼀政・⽚桐・古池・若笠<⽋>・岡部・⽊村・佐藤・⽯丸・葉⽊・⾼⽊・三澤・畑） 
（オブザーバー︓⼭本）（事務局メンバー︓澤野委員⻑・天寺・濱⼝） 

 
進⾏役︓事務局 天寺  会議録︓事務局 濱⼝ 
1. 出席メンバーから⼀⾔挨拶（⾳声確認もかねて） 
2. 濱⽥代表挨拶 
3. 災害救援ボランティア推進委員会活動報告 澤野委員⻑ 

 配付①澤野委員⻑_防災事業報告 2020.10.9  
 
4. 報告・議案など 

4.1.1. 「感染症予防ガウン製作」について（理事 MTG 報告）  
 配付②_★ガウン寄付⾦及び受領書発⾏管理表 1008 
★寄付⾦報告 
 10/8 現在 合計⾦額︓113 万 9328 円 
 （内訳︓ ⼀般︓66 件・50 万 4828 円  SL︓104 件・63 万 4500 円） 
★報告１=座間作業場所（濱⽥代表） 

製作数︓1803 着 
作業⽇程︓教習 7 ⽉ 12 ⽇〜7 ⽉ 14 ⽇、本⽣産 7 ⽉ 18 ⽇〜9 ⽉ 29 ⽇ 計 53 ⽇間 
作業⼈数︓座間ﾈｯﾄ及び SL のべ 19 名 

★報告２＝柏作業場所（古池 SL） 
製作数︓474 着 
作業⽇程︓8 ⽉ 6、8 ⽇⻄⼭町会館・8 ⽉ 11 ⽇~ 9 ⽉ 9 ⽇柏社協沼南福祉ｾﾝﾀｰ計 15 ⽇間 
作業⼈数︓SL、他 33 名 

★報告３＝収⽀（暫定値） 
 作業場所 費用 備考 

 柏作業場所 34,659  

 市原ネット（フェイスシールド） 6,196  

 埼玉ネット（フェイスシールド） 0  

 座間作業所 335,866  

 畑 SL（株コンサイド） 90,432 ※暫定金額 

 合計 ¥467,153  

 事務諸経費については、当初⽬標⾦額の 50 万円の 15％として経常費⽤に計上する。 
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4.1.2. ⼀般寄付⾦報告（2020 年） 
9/10 現在 合計⾦額︓169,800 円(＋13,000 円) 件数︓25 件(＋2 件)  
→災害対応積⽴⾦と SL 活動⾦へ。 
 

4.1.3. 住環境・⽣活環境 EXPO の開催について 
10/13（⽕）にオンライン EXPO を開催 
…「⾷の防災 【ZOOM で体験講座】 ⾮常⽤炊出袋を使った災害⾷をつくろう」を担当。京王プラザホテル
会場にて、Zoom を通じて⾮常⽤炊出袋の紹介を⾏う（35 分間）。平⽥・三澤・天寺で担当。 
…別途、SL 企画として「オンライン・災害⾷講座」を 11 ⽉ 26 ⽇（⽊）午前に実施する。 
 配付③_チラシ_R2.11.26 オンライン災害⾷講座 
 配付④_企画書_R2.11.26 オンライン災害⾷講座 

 
4.1.4. かながわ・よこはま防災ギャザリング 2020 オンライン開催について（すり合わせ） 

★シェイクアウト（PPT 画像と⾳源の組み合わせで動画作成可能） 
★⾮常⽤炊出袋の紹介・炊飯体験 →︖ 
 配付⑤_防災ギャザリング動画制作に向けて（⼭本 SL） 

 
 

4.1.5. 受託事業関係について 
 千葉県防災研修事業受託事業 地域防災リーダー基礎コース 

10/17 住⺠が参加しやすい防災訓練の企画（船橋ネット） 
11/7  ⾼層マンションの防災講座【地震・⾵⽔害編】（濱⽥ SL） 

 神奈川県教育委員会 DIG 事業 
10/22 神奈川県⽴⻄湘⾼校 3 クラス 
10/26,11/2 神奈川県⽴⾼浜⾼校  
 

4.1.6. 地域ネットから報告 
 防災談話室＠mansion （⽊村 SL） 

９⽉９⽇（⽔）18:00〜事務局会議スペースおよび Zoom と併⽤で開催。 
内容︓アスベスト問題について（我孫⼦市・北⾒ SL 講師） 
 配付⑥_ 200909  第 17 回防災談話室＠mansion 

 船橋ネットから（⽚桐 SL） 
 配付⑦_R2 事業実績・予定(船橋ネット)10.9 

1. 埼⽟県ネットから（⾼⽊ SL） 
2. 湘南ネット 

10/30 勉強会(り災証明について・天寺担当) 
 

4.1.7. 資料提供・話題提供 
 令和２年度防災啓発中央研修会開催（消防防災科学センター主催）11/19,20 
 配付⑧_令和２年度防災啓発中央研修会開催要領 
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5. 次回予定 
11 ⽉ 6 ⽇（⾦）運営委員会 Zoom 会議 
12 ⽉ 4 ⽇（⾦）運営委員会→ 12 ⽉ 8 ⽇（⽕）or10 ⽇（⽊） 

   
 ★第 8 回 SL 社員総会⽇程︓2021 年 3 ⽉ 27 ⽇（⼟） 

会場と Zoom の併⽤で開催を予定。 
 
 


